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（事業の目的） 

 新居浜市では、市政に関する市民の皆さんの意見をお聴きし、市政運営の参考とするために、

市政モニター制度を設けています。 

 今回の市政モニター会議は、参加希望いただきました市政モニターの皆さんと、市長との直接

対話を通じて、市政の状況などをお知らせするとともに、いただいた意見を今後の市政運営の参

考とさせていただくことを目的に実施しました。 

  

（日 程） 令和３年２月１８日（木）  ９：３０ ～ １１：５０ 

 

（場 所） 新居浜市消防防災合同庁舎 ５階災害対策室 

 

（参加者の状況） 

 

<性別> 

 

 

 

 

   <年代別>                 

 

      ※年齢は令和 2年 4月 1 日時点 

               

※数値は、単位未満を四捨五入しているため、総数と内訳の合計は一致しない場合があります。 

 

 人数 割合 

男性 16人 61.5％ 

女性 10人 38.5％ 

合計 26人 100.0％ 

 人数 割合 

20歳代 0人 0.0％ 

30歳代 1人 3.8％ 

40歳代 5人 19.2％ 

50歳代 2人 7.7％ 

60歳代 5人 19.2％ 

70歳代 12人 46.2％ 

80歳以上 1人 3.8％ 

合計 26人 100.0％ 

 

男性

61.5%

女性

38.5%

 

20歳代

0.0%
30歳代

3.8%

40歳代

19.2%
50歳代

7.7%
60歳代

19.2%

70歳代

46.2%

80歳以

上

3.8%
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（内 容） 

  ①市長講演   「新居浜市政について」 

＊市長より、今年度に実施した主な事業、来年度に計画する主な事業等について説明 

 

＜はじめに＞ 

＜トピックス＞ 

 ○新型コロナワクチン接種事業について 

 ○新型コロナウイルス対策 

 ○移住に適した自治体全国 14 位にランクイン！ 

＜令和２年に実施した主な事業＞ ～基本政策（７つの夢の実現）に沿って～ 

１ 安全で快適に暮らせる都市の実現 

     ・主要幹線道路の整備促進 

・平形外山線の開通 

・消防防災合同庁舎の完成 

・トイレカーの導入 

・東田団地の建替え 

２ 活力ある産業活動の実現 

   ・サテライトオフィス等誘致支援事業補助金 

   ・まちなか産直市場開設支援事業 

   ・にっぽん丸チャータークルーズ    

  ３ 地球にやさしい暮らしの実現 

   ・電動アシスト自転車購入支援事業 

４ 健康で、生きがいのある暮らしの実現 

   ・健康プログラム事業 

   ・新居浜市歯科衛生士就学支援制度 

  ５ 市民の力が育まれ、継承される社会の実現 

     ・住友山田社宅 国の登録有形文化財へ 

・小中学校ＩＣＴ環境整備  

     ・新居浜市電子図書館Ｏｐｅｎ！ 

・体験型デジタルアート展「チームラボお絵かきタウン＆ペーパークラフト」     

  ６ 自立・連携する協働社会の実現 

・新居浜市生涯活躍のまち拠点施設「ワクリエ新居浜」       

  ７ 効果・効率的な市役所の実現 

・あかがねポイント事業 

     ・バスロケーションシステム実証実験 

     ・市公式ＨＰデザイン等リニューアル 

  ＜令和３年度の主な取り組みについて＞ 

   ・「第六次長期総合計画」及び「第２期総合戦略」の推進 

   ・高校生の医療費無料化 

   ・第１子 子育て応援券給付事業（仮） 

   ・東新学園の民間による整備及び運営 

   ・旧端出場水力発電所耐震工事中 
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   ・地域づくり促進事業 

   ・マイナンバーカード交付事業 

   ・ごみステーションの管理適正化 

   ・新居浜駅開業 100周年記念事業 

   ・観光協会と物産協会の統合 

   ・滝の宮公園の遊具・園路整備 

   ・救急ワークステーションの開設 

  ＜おわりに＞ 

  （今後の取り組み方針） 

「市民・団体・事業者」＋「行政」→「チーム新居浜」で「新しい新居浜」を創造  

            →『笑顔輝く新居浜市』の実現 

 

  ②市長講演の内容に関する質疑応答 

＊いただいた質問と市からの回答（※ご質問・回答は内容を要約、編集しています。ご了承ください。） 

 質問 市の回答 

1 

「電動アシスト自転車購入支援事

業」について、運転免許を自主返納

した人に上限４万円の補助を行うと

いうことだが、もともと免許を持っ

ていない人は４万円の補助は受けら

れないのか。 

本事業は、市内在住の満 65 歳以上の方に補助を行うもの

で、運転免許を持っていて自主返納をされる方は、返納促進

という観点から、本体購入費用の 3 分の 1 以内・上限４万円

の補助をさせていただく、それ以外の、例えば免許証はその

まま持っていて返納しない、あるいはもともと免許を持って

いない、という方には、本体購入費用の 3 分の 1 以内・上限

２万円を補助させていただくこととしております。（市長） 

 

2 

移住・定住促進策として、サテラ

イトオフィス等の整備を支援すると

いうのは良い取り組みだと思う。 

新居浜市でも少しずつ人口が減っ

てきており、人口減少対策が課題と

なってくると思うが、他にどのよう

な取り組みをしているのか教えてい

ただきたい。 

 確かに、新居浜市の人口も毎年 500～1,000 人近く減少の

傾向が続いています。その内訳としては、少子高齢化により

高齢者の割合が増えたことから、死亡数が出生数を上回って

いる、いわゆる自然減が多くなっており、住民の転入と転出

の差からくる社会減については、やはり転出の方が若干多い

のですが、新居浜市はまだあまり差がない、ということにな

っております。 

 自然減については、これはもう致し方ない側面もあり、出

生率を上げるための子育て支援の充実を図ることが必要だと

考えています。一方、移住促進につきましては、現在のコロ

ナ禍の状況において、テレワーク普及等により地方が見直さ

れつつあることを踏まえて、このようなサテライトオフィス

等誘致支援事業を実施いたしました。これ以外にも例えば、

若者のＵＩＪターン等を促進するために、奨学金の貸与を受

けて進学した方が地元に就職した場合は奨学金の返済を支援

するとか、新居浜市への移住を考えられている方に、安い家

賃で実際に生活をしていただくお試し移住制度、また地元就

職を支援するために西条市・四国中央市とも連携して、東京

や大阪で就職セミナーや企業説明会なども行っております。

さらに都市圏向けに、新居浜の「いいところ」を発信するた

めのＰＲ冊子も配布しているところです。 
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しかし、地理的条件もあるかと思いますが、まだまだ今治

市や西条市などの県内他市に比べて移住が少ない状況ですの

で、なんとか増やす方向で今後も頑張っていきたいと考えて

おります。（市長） 

3 

現在、世界は新型コロナウイルス

感染症のまん延により、明るさの見

えない状況が続いている。先ほどの

市長説明でも新型コロナウイルス対

策として総額 148 億円余りの予算

措置を行ったとあったが、新居浜市

は他市に比べてクラスターの発生も

なく、感染者数も少ない状況にある

と思う。なぜ感染者が出ないのか？

保健所の充実が重要ではないかと考

えている。 

今後コロナと対峙するにあたり、

懸念されるのは、新居浜市の感染状

況等について、どういう状況なのか

不明な点である。公表してよい範囲

で新居浜市の状況を教えてほしい。 

 

 ご案内のとおり、現在は新型コロナウイルス感染症による

世界的な危機ということで、これをなんとか早く終息させる

ことが全世界の皆さんの望みではないかと思います。 

新居浜市の感染者数が少ないということについては、もち

ろん、西条保健所や保健センター等で感染予防の呼びかけ等

を行ったということもありますが、市民の皆さまの感染防止

への意識が高く、対策の徹底に大変ご協力をいただいた、と

いうのが一番大きかったのではないかと思います。ただし、

この感染防止対策は、例えば「飲食店に大勢で行かない」等

を徹底いたしますと、どうしても経済が疲弊していきます。

この、感染防止対策と経済対策をどのようにバランスよく実

施するかが、非常に重要なポイントになってくると考えてお

ります。 

次に、新居浜市の感染状況ですが、新居浜関係の感染者数

は去年の３月から累計して１０名を超えていますが、濃厚接

触者も全て判明しており、それらの方々に検査も受けていた

だいた結果、現在は封じ込めができており、市民の皆さんに

これまでの事例によって新たに感染するような状況にはない

ものと認識をしております。（市長） 

4 

長年、生涯学習センターや高齢者

生きがい創造学園を利用している

が、旧若宮小学校跡地にできる「ワ

クリエ新居浜」において、同じよう

に利用できるのではないかと楽しみ

にしていた。 

高齢者生きがい創造学園は、交通

の便があまり良くないので、川西地

区の「ワクリエ新居浜」に移転すれ

ば通いやすくなる人も多いと思う

が、移転の計画はなくなったのか。 

この４月に完成予定の新居浜市生涯活躍のまち拠点施設

「ワクリエ新居浜」については、当初、高齢者生きがい創造

学園が老朽化による建物補修や耐震工事の必要性が議論され

ていたこともあり、同施設を移設してはどうかとの話があり

ました。しかし検討の結果、若宮は新しい施設として新たな

用途で使用する、ということになり、高齢者生きがい創造学

園は移設をせず現在の場所のまま、耐震工事や壁等に簡易な

修繕等を行うことで、引き続き使用継続を行う方針としてお

ります。また、生涯学習センターについても、しばらくの間

はこのまま継続するというのが現在の方針です。 

しかし、耐用年数的にいずれは今後のことを考えないとい

けませんので、これはあくまでも例えばの話ですが、令和９

年度に耐用年数を迎える市民文化センターの建替を検討する

中で、高齢者生きがい創造学園等についても一緒に考えてい

く。そんな方法もあるかと思いますが、現段階では移設等に

ついて計画はありません。（市長） 
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5 

滝の宮公園の遊具整備に関して、

自身も就学前の子を持つ親として滝

の宮公園を良く利用しており、遊具

のアンケートにも投票し、完成を楽

しみにしている。 

利用者として気になる点が、子ど

もは遊びに夢中でトイレをぎりぎり

まで我慢しがちであるのに、現状は

トイレが遊具の近くになく、遊歩道

の方まで行かなければならない。 

遊具の整備だけでなく、トイレの

整備についても計画はないのか、教

えてほしい。 

 現時点では遊具についての整備のみであり、トイレについ

ては、現在遊歩道のところにあるトイレを使っていただくこ

とになります。 

 今後、大型複合遊具の設置を進めていく中で、改めて必要

であるということになれば、今後の課題として考えていかな

ければならないと思っております。（建設部長） 
 

 こちらの大型複合遊具についてですが、小学生全員にアン

ケートを実施し、投票いただいたのですが、５案あった中で

圧倒的に多かったものを採用いたしました。スライダー等で

山の上から下りてきたところに動物広場がありますが、私と

しては、こちらの動物広場も今後、整備が必要になるのでは

ないかと考えておりまず。そのような中で、トイレにつきま

しても、今後、必要となれば考えていきたいと思います。

（市長） 

6 

本日の市長の説明を聞いて、新居

浜市は素晴らしいと期待が高まっ

た。新居浜市をより良いまちにする

ために、こんな方法もありますよ、

ということで参考に聞いてほしい。 

横浜市では、本日のような市民会

議の幅をもっと広げて、様々な企業

や団体の代表が集まり、市政につい

て検討する「百人委員会」があり、

市の課題について皆で話し合った

り、意見書を提出したりしている。

また、岡山市では「円卓会議」と称

して、子どもから大人まで、企業や

教育界、行政と、様々な分野の代表

者が集まって、特定のテーマににつ

いて話し合っていた。これらを参考

に取り入れてみたら、新居浜市にと

ってプラスになるのではないか。 

市民の皆さんのご意見をいろいろなところでお聞きし、そ

れを取り入れて施策に反映させることは極めて重要なことだ

と考えております。 

本日の市政モニター会議も、まさにその目的のために実施

しており、市政モニターである皆さんから、市政に関する

様々なご意見をお聞かせいただいております。他にも、政策

懇談会と申しまして、各界の代表にお越しいただき、様々な

意見や提案をしていただいておりますし、若者や企業、また

世代別に、それぞれ意見をお聞きするような機会も、少しで

はありますが持っております。 

 今回お話いただいたのは、そういった方々を全部一堂に集

めて、百人会議のようなものをやる、ということかと存じま

すが、それも一つの方法かと思いますので、今後の参考にさ

せていただきます。（市長） 

7 

子どもと大人を「つなぐ」という

ことについて、地域の子どもの育成

には、保護者はもちろん、教員や学

校、地域、行政など色々な人たちが

関わっている。新居浜市には、地域

と繋がりを持つための施設として公

民館があるが、もっと大きく、その

地域だけでなく新居浜市全体が、目

的をしっかり持った中で、一緒にな

って考え、子育てができるような仕

組みがあると、新居浜市がさらに良

くなるのではないか。 

新居浜市では、コミュニティ・スクールの推進に取り組ん

でおり、市内の全小中学校がコミュニティ・スクールの指定

を受けています。 

このコミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）は、

保護者や地域住民の方が学校運営について共に考え、意見を

反映させる仕組みで、まさに先ほどおっしゃっていただい

た、地域全体で学校と一緒になって子どもを育てる、そうい

う活動です。 

新居浜市教育委員会の方で、かなり積極的に取り組んでお

りますので、それをさらに充実させて、地域全体で子育て、

教育をするという体制を整えていきたいと考えております。

（市長） 
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8 

「健康プログラム事業」につい

て、若い世代向けとの説明があった

が、中高年齢層にとっても、運動は

とても大事なものである。このよう

な取り組みは世代を超えてなされる

べきではないか。 

新居浜市にはあかがねマラソン等

もあるが、そのように特化した種目

ではなくて、体がしんどいと感じた

時に、気楽に、どんな世代の方でも

参加できる健康プログラム事業を、

市主導で実施してほしいと思うが、

今度そのような取り組みの予定があ

るか伺いたい。 

 

説明の中で「若い世代が運動に取り組みやすいように」と

申し上げたため、誤解させてしまいましたが、この「健康プ

ログラム事業」は若い方だけに限定したものではありませ

ん。７０代の私も、参加させていただいております。日頃の

運動不足解消のため、特に若い世代がそのような運動をする

機会が少ないので、若い方も参加しやすいようにと、３～５

人でチームを組み歩数を競争する、そんなゲーム性を取り入

れたプログラムです。希望いただければ、もちろん高齢の方

もご参加いただけます（2021 年 3 月末時点で 19 歳～74 歳

以下の方）。この事業は、新居浜市と都市間交流を行ってい

る愛知県の大府市に教えていただいて実施いたしました。大

府市と新居浜市も競争をいたしまして、団体戦では新居浜市

が勝ちました。そのようなゲーム性を取り入れて、皆さんに

普及したいと思っております。来年も実施予定ですので、ぜ

ひご参加いただきたいと思います。（市長） 

9 

「健康プログラム事業」につい

て、男性は競争することが好きだと

思うが、女性の場合は、「お金を払

ってまでなぜしんどい思いをしない

といけないのか？」と考える方も多

いと思う。特に、子育てで疲れてい

る世代には「健康プログラム事業」

のゲーム性を取り入れたランキング

よりも、歩いた時間や距離等でポイ

ントが貰えるような、ちょっとした

お得感を付与する方が、運動してい

ても楽しめるので良いと思う。 

ご意見ありがとうございます。「健康プログラム事業」

も、あかがねポイントと連動しておりますので、歩いた距離

によって、あかがねポイントが付与されるようになっており

ます。ぜひ、ご活用いただけたらと思います。（市長） 

 

③市政モニターとの意見交換 

＊いただいた意見と市からの回答（※ご意見・回答は内容を要約、編集しています。ご了承ください。） 

 意見 市の回答 

1 

【新居浜市総合運動公園について①】 

 新居浜にはスポーツ庁公認の運動 

施設や競技場があまりないので、建 

設してほしい。 

松山市や西条市には大きな施設、 

野球場があり、高校野球等も多く開

催されている。また、今治市もサッ

カー岡田監督の「ＦＣ今治」オーナ

ー就任等により、スポーツ振興が進

んでいる。 新居浜市は他市に比べ

てスポーツ関連施設、事業が立ち遅

れていると思う。 

 人を集め、活性化させるためには 

観客席や団体向けの大型バスが駐車

 総合運動公園につきましては、平成２９年３月に基本構想

を策定いたしました。本構想の内容は、場所は観音原地区

に、新たなスポーツ拠点として、野球場や陸上競技場、体育

館あるいはジョギングコース等を整備する、というものにな

っております。 

 構想策定後の現在までの取り組みとしては、該当地域の地

籍調査を行っておりまして、現在、その地籍調査が令和３年

度で終わる予定です。私としては、総合運動公園の整備を着

実に進めるためにも、令和３年度には基本計画を策定したい

と考えており、その中で、どんな施設をどのような順番で整

備していくかを決めなければならないと考えております。 

 現在、新居浜市では「練習」のための運動施設は、市民の

皆さんに満足いただける程度に、場所は確保できているので

はないかと思っています。河川敷公園は四国でも有数の広さ
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できるスペース等、収容能力を備え

た施設が必要であるが、その点で新

居浜市の市営球場等は見劣りする。

スポーツは人生にとって欠かせない

ものだと思うので、ぜひ実現させて 

ほしい。 

ですし、市営野球場、市営サッカー場（グリーンフィールド

新居浜）、そしてテニスは山根公園テニスコート等、場所は

程々あるのですが、ご指摘いただいたとおり、「公式競技が

できる」場所がないのが問題です。陸上競技場も 300ｍトラ

ックということで、公式大会が開催できません。公式競技が

できる施設を整備すべきではないかという思いは、私自身持

っておりますが、そのためにはかなりの財源を必要とします

ので、先程も申しましたとおり、どんな施設をどのような順

番で整備していくかということを、今後しっかり検討しなけ

ればならないと考えております。（市長）  

2 

【新居浜市総合運動公園について②】 

現在、若い世代を中心に、急速な

野球人口の減少が進んでいる。 

今後、若年層のほとんどが野球か

ら離れていく可能性もある中、これ

から起案・計画したうえで野球専用

の施設を作ることは、費用対効果を

考えるとリスクが高いのではない

か。１０年後、２０年後の将来を見

据えた時、利用者を確保する見込み

があるのか。箱は作ったものの、利

用者がほとんどいない、という結果

になる危険性もある。 

総合運動公園構想策定時に、市民

アンケートを実施したと思うが、市

の人口構成を考えると、回答者はど

うしても中高年層が多くなる。中高

年世代にとって野球は国民的スポー

ツだが、現在は新居浜でも個人競技

が注目されており、人口減少化社会

の中、今後もこの傾向は続くのでは

ないかと思う。 

野球場の建設について、新居浜の

小中高校生や１０～２０代の若者の

意見を精査したうえで、再考いただ

きたい。 

 

ご案内のとおり、我々の世代ではスポーツと言えば野球一

本、サッカーなどはまだ普及していなかったように思いま

す。 

それが今や、平成２９年の構想策定時のアンケート調査の

段階でも、サッカーの方が需要が高いという結果になってお

ります。 

そのような状況ですので、今後、基本計画を策定していく

に当たっては、ご提言いただきましたように、若い世代や小

中高校生などの皆さんの意見もお聞きしたうえで、何から優

先的に取り組んでいくべきかを決めてまいりたいと考えてお

ります。（市長） 

 

 

3 

 

【新居浜市総合運動公園について③】 

現在進められている新居浜市総合

運動公園について、ぜひ「総合防災

運動公園」もしくは「総合運動防災

公園」など、「防災」の名称を取り

入れて、公園づくりをしてもらいた

い。場所的にも、非常に良い防災公

園になると思う。 

 防災を取り入れてほしいとのご提言ですが、実は、構想策

定の段階でも、国庫補助金を有効に活用する目的のために

も、防災機能を有した都市公園としての位置づけを行ってお

ります。今後、策定予定の基本計画においても、当然、防災

公園ということを念頭に置いて、避難場所や救助場所といっ

たことも考えながら計画してまいりたいと考えております。 

 いずれにいたしましても、この総合運動公園構想の実現に

は膨大な経費と時間がかかります。優先順位を決めて、順
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 次、少しずつでも進めてまいりたいと考えておりますので、

ご協力の程よろしくお願いいたします。（市長） 

 

4 

【自治会について】 

私の住んでいる地域でも自治会員

の高齢化が進み、組長の順番がすぐ

に回ってくるなど、役員のなり手不

足が深刻である。 

これからの自治会をどうしたらよ

いのか、自治会の存続について、市

と連合自治会が一緒になって話し合

い、いろいろな角度から検討してい

ただきたい。 

ご案内のとおり、自治会の加入率は年々低下しており、現

在は６０．１％となっております。なぜ皆さん自治会に加入

されないのか、理由は様々ですが、一つには「当番が回って

きた時に、役員をするのが辛い」ということがあるのではな

いかと思います。そこで、役員の負担軽減も含めて、改めて

自治会の役割や業務そのものを少し整理する必要があるので

はないかと、そんな意見も出てきております。現在、地域コ

ミュニティ再生検討会議を立ち上げまして、自治会の再生に

ついて協議、検討を進めております。今後も皆さんや連合自

治会等のご意見を聞きながら、自治会の活性化に向けて努め

てまいりたいと考えております。 

そして、加入率が６０％という状況の中、地域の皆さんの

ご意見を自治会で集約することが難しいという現状がありま

す。そこで、先ほどの講演でも少し説明させていただきまし

たが、自治会も含め福祉団体やＰＴＡ、スポーツ団体などの

各種団体が連携して、公民館を拠点とした地域の運営組織を

新たにつくるのはどうだろうか、ということで、これは全国

的な流れでもあるのですが、来年度に市内の２校区をモデル

として掲げまして、試行的な取り組みを実施してみようと考

えております。それがうまくいけば、そこからまた自治会を

どのようにすべきか等も話し合って検討していきたいと考え

ておりますので、少しお時間をいただけたらと思います。

（市長） 

 

5 

【ごみ問題について】 

市の仕事は、大きく分けると①市

民サービス、②公共施設の維持・管

理、③ごみ問題ではないかと思う。 

その中のごみ問題について、自治

会がごみステーションの設置、維

持、管理に大きく関わっているが、

本来、市の仕事であるごみ問題に自

治会が関わってきたこと自体がおか

しいのではないか。 

今回、非自治会員もごみステーシ

ョンを利用できるようにしたい、と

のことだが、本来、市がやるべきこ

とをやれば、自治会の同意は必要な

いのではないか。 

また、ごみステーションを非自治

会員も利用できるようにすること

は、ほぼ決まっているように思える

が、管理する自治会への補助等につ

ごみステーションの管理につきましては、毎年、連合自治

会との共催で開催させていただいている「まちづくり校区懇

談会」でも、必ず課題として挙げられる問題で、長年続いて

いる課題となっています。ご指摘のとおり、ごみ処理は自治

体の義務でございます。しかし、収集は全て市が行っていま

すが、現在、収集場所であるごみステーションは市内に約

4,000 か所あり、このごみステーションの管理については、

自治会が無償で管理しているというのが実態です。約 4,000

か所のごみステーションを市で管理するということになれ

ば、多額の経費を要し、その財源は結局、税金ということに

なります。 

一方、ごみステーションを自治会で管理いただく中で、よ

く問題に挙げられるのが、非自治会員が捨てている、あるい

は地域外の人が捨てている、そしてちゃんと分別がなされて

いない、という問題です。その分別まで自治会員が行うのは

負担が大きい、何とか解決しなければならないということ

で、これまで市と連合自治会とで、いろいろと協議を行って

きました。そして、今回、この「ごみステーションの適正管

理」、自治会員以外も利用できるごみステーションを管理す
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いて具体的に教えてほしい。 

 

る単位自治会に対して交付金を交付することで、ごみステー

ションの適正な管理を支援しよう、という考えが出ました。

具体的な金額については、これから検討していかなければな

らないと考えております。 

また、あわせてごみ収集ボックスや不法投棄等を監視する

ための監視カメラを新たに設置したい、という単位自治会に

対し、購入する費用の一部を補助するということも、自治会

側と協議をした結果、案がまとまっております。 

いずれも、可能であれば来年度から実施させていただきた

いと考えておりますが、連合自治会の中でも一部、意見がま

とまっていないところもあるとお聞きしております。いろい

ろな意見があろうかと思いますが、例えば、そういう自治会

については、従来どおりのごみステーション管理をしていた

だく、というのも１つの方法かと思いますので、また話し合

いをしながら進めていきたいと考えております。（市長） 

 

6 

【防災グッズについて】 

 地域の防災士として防災グッズに

ついて話をする機会があり、家でも

防災グッズを満載したリュックサッ

クを玄関に置いているが、試しに持

ってみたところ、重くて持ち上がら

なかった。 

 本当に必要な最小限度のものが入

っていて、６０～８０歳の方でも、

いざという時に持ち出せるようなバ

ッグを市で示し、市政だよりに載せ

てほしい。その際、買い揃えるのに

必要な金額の概算も示してもらえる

と、皆が買いやすいと思う。 

 

確かに、若い人、元気な人を一般的な基準としたのでは困

る方もおられると思います。高齢者にとって可能なことを考

えていかなければならない、というのは大切な視点です。 

非常持出品については、「新居浜市総合防災マップ」や市

公式ホームページに、必要な物や重さの目安を掲載してお

り、そこでは男性１５ｋｇ、女性１０ｋｇ位と記載されてい

ますが、高齢者の場合は、もっと軽くして５ｋｇ位が適切で

はないかと言われています。その重さにするために、何をど

の程度まで準備すればよいかは、今後ぜひ市の方でモデル的

なものを作って皆さんにお示し、ＰＲしてまいりたいと思い

ますので、よろしくお願いします。（市長） 

 

7 

【ウォーキング・ジョギングコースの

整備について】 

最近は、一般道路でウォーキング

やジョギングをする方を多く見か

け、手軽にできる健康維持のスポー

ツだと考えている。 

ウォーキングやジョギングのため

に、２か所のコース整備、開設を要

望したい。 

一つは、国領川河川敷の遊歩道に

ついて、平形橋付近には両岸に広い

運動施設があり、その他にも部分的

にはウォーキングに適した箇所もあ

るが、遊歩道自体は途中で途切れて

しまうので、山根運動公園から愛媛

まず、国領川河川敷の遊歩道につきましては、旧市内の方

はかなり整備が進み、山根運動公園付近も少しできています

けれども、角野・泉川地区が全く整備できておりません。 

遊歩道の整備のためには、まずは国領川の管理者である県

に、国領川の整備計画を作成のうえ、低水護岸の整備をして

いただかないとなりませんので、県に対し要望を行っている

ところです。現在、泉川地区については、県と相談しまし

て、整備計画を作る方向で検討を進めているところですが、

民地や境界が不明な箇所等もあり、少し時間がかかるのでは

ないかと思っております。できれば、山根運動公園から愛媛

労災病院までの区間に低水護岸ができて、自転車も歩行者も

通行できる遊歩道が整備できればと考えておりますが、先ほ

ども申しましたとおり、まずは国領川の整備計画、これは洪

水の観点からも検討していかなければならないので、愛媛県

とも相談をしていきたいと考えております。 
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労災病院辺りまで、一本の連続した

コースを作っていただきたい。 

もう一つは、住鉄跡の遊歩道の延

長について、端出場のマイントピア

別子から星越の旧駅舎まで、ずっと

一本で利用できるようなコースにし

てもいただきたい。 

計画の有無を教えてほしい。 

次に、住鉄跡の自転車歩行者専用道路についてですが、南

側の山根からマイントピアまでの区間については、以前に自

転車道として使用させていただきたいと、敷地管理者である

事業所との協議に望んだことがありました。しかし、途中に

地すべり区域等があり、安全面に問題があることから、現状

では道路としての利用は困難な状況です。そして、北側の西

の土居から山田社宅までの区間、こちらは歩道として利用で

きる敷地がないので、道路部分をどのようにするか、民有地

を借地できるか等の問題があるのですが、ちょうど山田社宅

を整備中のこともあり、私としては迂回する形となっても、

何とかここに自転車道や遊歩道を整備できないかという気持

ちを持っております。これについても、敷地管理者である事

業所と十分協議をしなければなりませんので、少し時間がか

かると思いますが、まずはこちらを目指して進めてまいりた

いと考えております。（市長） 

 

8 

【１１号バイパスの横断歩道や歩道橋

について】 

 １１号バイパス（岸の上～星原

間）は道路幅が広く横断は危険なた

め、歩行者は歩道橋を使うことにな

るが、子どもや高齢者、障がい者に

とって、歩道橋の階段の距離が長

く、勾配も急で利用しにくい。福岡

ドーム前には、エレベーター付き歩

道橋があって、自転車の人でも歩道

橋を使えるよう配慮されていた。新

居浜市でも、ある程度通行が多いよ

うな地点では、両方整備するなど配

慮した方がいいのではないか。 

 また、横断歩道も距離が長いの

で、１回の信号で渡り切るのは高齢

者にとって難しい。泉川中学校北側

の横断歩道では事故が頻発してお

り、子どもたちの安全が守れるのか

心配している。 

 今後、バイパスの整備により交通

量がさらに多くなると思われるが、

もう少し安全で利用しやすい歩道橋

や横断歩道を整備してほしい。 

 歩道橋につきまして、バイパスを管理している国土交通省

に確認いたしましたところ、「歩道橋の幅や勾配、延長等の

構造については、定められた技術基準により整備しておりま

す。」との回答をいただきました。補足しますと、新居浜市

特有の、いわゆる太鼓台が通れないので、歩道橋の高さを高

くしている等の措置はしておらず、他の自治体にある歩道橋

と同じ構造です、という回答です。さらに「一方で、規準ど

おりの整備をしても、低学年の児童や高齢者、障がい者の方

など、全ての利用者にとって満足できるものではないことも

十分承知しており、当方としても対応の限界を認識している

ところです。」との回答をいただいております。 

 また、泉川中学校北側の交差点につきましては、道路中央

に広い中央分離帯があることから横断歩道の距離が長くなっ

ており、これが利用しづらい要因の一つになっていると思い

ます。１１号バイパスのように幅員が広い道路の交差点で

は、事故が起きた際に大きな事故に発展しやすいということ

から、数年前より国と警察の方で交差点のコンパクト化、横

断歩道の設置位置を交差点の中心部に近付けて、できる限り

交差点の面積を小さくする、という取り組みをしておりま

す。交差点をできるだけコンパクトにすることによって、車

の進入スピードを抑制する、また、左折・右折時の視野の確

保が可能となるという利点があります。 

 こちらの横断歩道についても、少し道路の形状が複雑で、

横断歩道が途中で曲がっていることから、横断時の距離が少

し長い形状になっておりますが、この形状も交差点をコンパ

クト化する目的のためで、利用上は少し不便になってしま

い、ご迷惑をおかけしているところです。 

 新居浜市といたしましても、今後、関係機関と連携して、

交通安全の確保及び適切な維持管理、利用しやすい道路整備

に努めてまいりますので、ご理解の程よろしくお願いいたし
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ます。（建設部長） 

9 

【公園の整備について】 

市内に新設の公園ができている

が、もう少し遊具の充実と、樹木に

よる影づくりが必要ではないかと思

う。 

中萩きらきら公園は遊具も充実

し、樹木による影もあって、コンパ

クトながら利用者も多いと思われる

が、神郷わくわく公園は、敷地は広

いが影が少なく、夏はとても暑く

て、利用者も少ない印象がある。東

浜公園も駐車場がなく、樹木の影も

ないため遊具が熱くて使えず、残念

だった。 

防犯上、公園の内部が見えるよう

な低いものは問題があるが、樹木の

影を利用して真夏でも遊具で遊べた

り、影が当たる位置にベンチを置い

たり、木々をもっと活用して、四季

を通じて老若男女の憩いの場とな

る、そんな空間づくりをしてほし

い。 

 

 ご提言いただきましたとおり、公園にはやはり緑がほし

い、というのは私も同じ思いです。 

公園には、大きなレクリエーション型の公園、あるいは近

隣のお子さんや高齢者の方々が集まるような身近な公園と、

様々な種類があります。その公園の目的や利用状況に応じた

整備を進めているところですが、まだまだ皆さんからのご要

望にお応えしきれていない、そんな状況です。この度、ご提

言いただいきました箇所につきましては、建設部の方で確認

させていただきたいと思います。確かに、神郷わくわく公園

については、樹木がなかったと記憶していますので、建設部

と相談しながら、必要であれば木を植える等の対応をしてま

いりたいと思います。 

 また、遊具の充実につきましては、更新は実施しています

が、遊具はかなり高額のため、優先順位を決めて、順次整備

をしている状況ですので、今しばらくお待ちいただけたらと

存じます。（市長） 

10 

【市議会の日程について】 

令和２年１２月１０日の市議会を

傍聴していたが、議員の質問時間が

残り４分の時、時計は昼前の１１時

５０分で、十分に正午までに終了す

ると思われる時間だったが、休会と

なった。再開は午後１時からとなっ

たが、なぜ早い時間に終了となった

のか。定刻が１１時５０分等の規則

なのか。当日は、高校生や一般の傍

聴者が多数いたが、午後からも変わ

らず多くの傍聴者が入っていたの

か。状況を教えていただきたい。 

 

１２月１０日については、お話にもありましたように、ち

ょうど新居浜南高等学校の生徒さんが傍聴に来られており、

事前に３班に分かれて傍聴されるということを、学校側と議

会運営委員会とで協議されていました。３班に分かれて傍聴

に入られた結果、少し切りの悪い時間でしたが、１１時５０

分に休憩に入ったという事情がありました。ご迷惑をおかけ

して申し訳ございません。通常は、ご質問のとおり、正午

（１２時）を目安として、臨機応変な運営が行われておりま

す。（市長） 

11 

【コロナ支援策について】 

 他市では市民向けのコロナ支援策

があったが、新居浜市では減免や猶

予ばかりで、市民向けの支援がな

く、飲食店やタクシーなど限定され

た企業向けの支援ばかりが行われ

新型コロナウイルス感染症に伴う支援策についてですが、

基本的にまずは国そして県の支援があり、その隙間を市が埋

める、そのような考え方で進めてまいりました。そして、個

人向けの支援策として、まずは特別定額給付金がありまし

た。全ての国民に一律 10 万円ということで、この一人につ

き 10 万円というのは、非常に大きな金額です。先ほど新居
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た。子育て応援券給付事業は、市の

支援策であるが、応援券の給付では

食事等ができない。 

 市長として、市民に向けた支援を

十分に行ったと考えているのか、市

長の考えをお伺いしたい。 

 また、先の市長選において、市長

からは「市民の声を聞く」という発

言が多くあったが、コロナ支援に関

して、どれくらい市民の声を聞いた

のかも合わせて伺いたい。 

浜市でも総額 148 億円のコロナ対策予算措置を行ったと申

しましたが、そのうち約 120 億円がこの給付に充てられて

います。私個人としては一律ではなく、困窮されている方に

もっと手厚くするべきではないか、とそこは少し国の考え方

とは違うのですが、個人の支援としてはこの特別定額給付金

がベースにあると考えています。そのうえで、本当に困窮さ

れている方をどのように支援していくか、社会福祉協議会で

の 10 万円あるいは 20 万円の貸付制度や、会社が休業して

仕事へ行けなくなった方への休業支援、これらは国の制度で

すが、そのような支援があります。また、市独自の支援策と

しては、ご案内のありました子育て応援券給付事業、これは

５万円分と少し少ないですけれど、特別定額給付金の対象と

ならないお子さんのいる世帯を対象に、実施させていただき

ました。子育て世帯への支援としては、これも国の支援です

が、子育て世帯臨時特別給付金（児童手当受給世帯に対し、

対象児童１人につき１万円）、ひとり親世帯臨時特別給付金

（対象世帯に５万円）等もありました。 

このように、国の方で個人向け支援を手厚くしていただい

たので、市独自施策は物足りなかった、という側面はありま

すが、決して個人を無視しているとか、そういう訳ではあり

ません。全国的に見れば確かに、一部の市では定額給付金に

プラスして、さらに一律の給付を行ったところもあります

が、新居浜市では行いませんでした。個人の会社員の中に

も、コロナの影響をあまり受けていない方もいますし、年金

生活の方もコロナによって収入は減っていません。本当に困

っている方に手厚く支援を行う、というのが支援のやり方で

はないかと、私としては考えております。一方、事業をして

いる方、特に飲食店やホテル、タクシー事業者などはコロナ

禍により直接的な打撃を受けています。事業所向けの支援ば

かりとのお話でしたが、事業所にお勤めの方が仕事を続ける

には、その事業所が元気で稼働していなければならない訳

で、従業員がいなくなれば企業が倒産するのと同じく、企業

が倒産すれば従業員も失業します。そういう意味で、間接的

ではありますが、事業所を支援することが従業員である個人

を支援することにも繋がるのではと考えております。 

なお、市民の皆さんの意見聴取についてですが、組織的に

このようなやり方でお聞きした、というものはないのです

が、議員を通じて等、色々な方面から要望等をお聞きしまし

た。社会福祉協議会での貸付の申込が一時かなり増えたと

か、飲食店やホテル、タクシー事業者の売上がほとんどなく

なった、等の声も聞いております。 

今後も市にとって最善の支援策は何かを考えながら、取り

組みを検討してまいりたいと思いますので、ご理解のほどお

願いします。 
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（参加者アンケート） 

  市政モニター会議に参加いただいたモニターの皆さんに、感想やご意見をうかがい、今後の 

参考とするためにアンケートを実施しました。   

  

<アンケート概要> 

調 査 対 象 者 第３回市政モニター会議参加者 ２６人 

調 査 期 間 会議実施日～令和３年３月１日（月） 

調 査 方 法 会議実施時にアンケート用紙を配布し、後日郵送で提出 

回 収 数 （ 率 ） ２４人（９２．３％） 

 

<調査結果> 

 

Ｑ１．今回の市長講演や意見交換の内容について、５段階の満足度でお答えください。（１つ選

択） 
   

１．満足 12 人 

２．どちらかといえば満足 5 人 

３．ふつう 4 人 

４．どちらかといえば不満 2 人 

５．不満 1 人 

合計 24 人 

  

Ｑ２．今回の意見交換会に参加して、市の取り組みに対する理解や関心が高くなったと思い

ますか。（１つ選択） 
 

１．そう思う 18 人 

２．どちらかといえばそう思う 4 人 

３．どちらかといえばそう思わな

い 
2 人 

４．そう思わない 0 人 

合計 24 人 

  

 

Ｑ３．今回の意見交換会に参加しての感想やご意見を自由に記入してください。また、今回 

の意見交換会で発表できなかった、市政へのご意見、ご提言がありましたら記入してく 

ださい。（自由記入） 

 

１ 満足

50.0%

２ どちらかと

いえば満足

20.8%

３ ふつ

う

16.7%

４ どち

らかとい

えば不満

8.3%

５ 不満

4.2%

 

１ そう

思う

75.0%

２ どち

らかとい

えばそう

思う

16.7%

３ どちらか

といえばそう

思わない

8.3%

４ そう思

わない

0.0%
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たくさんの感想やご意見をいただき、ありがとうございました。本報告ではその一部を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【会議について感想・市政モニター制度について】 

・初参加でしたが、市長が一人ひとりのモニターにしっかりとアイコンタクトを取り、傾聴されていたこ

とが印象的でした。 

・急な質問にも丁寧な回答があり、市政に対する信頼が深まりました。 

・市長講演によって、市の方向性を再認識できた。今後ともスピード感を持って取り組んでほしい。 

・もっと具体的な施策の内容をお聞きしたかった。 

・市長講演に対する質疑応答は、時間の配分もあるので人数制限をし、なるべく予定に沿って進行してほ

しい。また、その他の意見がある際は、参加者アンケートを利用して問題解決してはどうか。 

・公園のトイレについて、実際に使用されている方からの意見は重要だと思いました。市の様々な取り組

みについて、市政だよりやメディア等で取り上げられてはいるものの、まだまだ市民への周知が徹底さ

れていないのが残念な気がします。さらなる市民の興味・関心が行き渡れば、と願っています。 

・意見交換会の前に意見を書類にて提出し、その答えを準備して、この意見交換会で答えを出していくと

いうやり方は非常に良いと感じました。 

・司会進行の方法に疑問を感じる。予め意見を集約しており、資料として配布しているにもかかわらず、

なぜ質問者に改めて口頭で説明させるのか。発言の制限時間を設ける、質問の主旨から外れた時は司会

が誘導する等工夫して、もっと多くの参加者に発言機会を与えるべき。 

・市政の各方面（コロナ対応、道路整備、防災など）についての情報を得ることができて満足していま

す。モニター会議に出席して得た情報を、近隣の人にも発信していきたいと思っています。 

・雑誌アエラの「コロナ時代の移住先ランキング全国１４位」に選ばれたとのニュースは、新居浜市で生

まれ育った者として大変嬉しく誇りに思いました。また、生活ガイド.comの「全国住み続けたい街ラ

ンキング 2020」において四国１位との評価、改めて新居浜市の良さを再確認しました。これを機に、

市民はもちろん、市外の方々にも広く情報を動画等で発信し、全国１位のまちづくりに向けて取り組ん

でもらいたいと思います。 

・ほとんどが市長からの回答でしたが、参加している担当の職員方からの具体的な話も聞きたかった。 

・市政モニターの行政への関心の高まりが、年々レベルアップしていると実感します。出席の各部局長と

も、もう少し意見交換が図れると良かった。 

・意見交換の時間が少ない。市長とのやり取りの時間が必要。他の意見者への関連質問の機会がほしい。 

・参加して良かったです。知らなかったことや自分には見えていなかった問題などを再確認できました。

もっと市の働きに関心を持ち、行動していきたいと感じました。 

【市政へのご意見、ご提言】 

・総合運動公園について、実現に向けて期待しています。やはり東予の中核都市としてふさわしい規模の

運動施設、トラック競技・野球・サッカー等各競技で利用可の施設でしょうか。交通に対する十分な検

討も必要でしょう。 

・総合運動公園に、若い人の意見を反映してほしい。若い人への調査結果を「根拠」として市民に提示で

きるような状態にしてほしい。１０年後に野球場を利用すると想定される野球チームと人数をぜひ調査

してみてください、今の２分の１以下になる筈です。 

・河川敷をはじめとする各種グラウンドの現状は把握できているのか？現在の新居浜市で利用できるグラ

ンドの競技は、陸上・サッカー・野球に特化している。全競技に対応しろとは言わないが、最低限国体

の正式競技に指定されている競技に対しては、複数のグランドを整備すべきではないか。 

・遊具のある公園もいいが、もっと新居浜の自然を生かしたフィールドを大切にしてもらいたい。 
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～ご協力、ありがとうございました～  

・あかがねポイント、活用しています。健康事業でポイント券をいただきましたが、カードにポイントを

入れてもらう場所が、あかがねミュージアムかイオンのハートステーションにしかないので、他の場所

や保健センターでも入れてもらえるようにしてほしいです。 

・あかがねポイントについて、高齢者のほとんどが未だにガラケーですが、その方たちへの対応はどうな

っていますか。 

・自治会加入率の減少については、かなり以前から問題になっていたが、市の方で加入促進や脱会を抑制

するための取り組みをされているようには、あまり感じ取れなかった。むしろ最近では、自治会のごみ

ステーションに非会員のごみも受け入れるよう話しているよう伺っているが、これではまずます自治会

に所属する意義が薄れる。高齢化に向けて、自然災害に対応するためにも、地域の連携がこれまで以上

に必要となっています。自己中心な考えではなく共助、他者と協調して、金銭面や労力等についても協

力を惜しまないように市民の指導をお願いしたい。 

・ごみステーションの管理適正化が予定され、今以上に改善されることが楽しみです。ごみ処理施設への

搬入についての意見ですが、受付までの混雑解消のため、行列になる場合は記入カードを事前に運転手

に手渡して記入依頼をしたら、時間短縮に繋がると思います。また、ボランティアで独居者のごみを搬

入した時に有料と言われ、搬入できませんでした。ボランティアである身分証明を提示したら搬入がで

きるようになりませんか。 

・近所の道路で交通事故が多発しており、信号機をつけてほしいと願っています。小中学生の登校時など

見ていて、ヒヤヒヤします。 

・コロナ支援について、率直な意見として市長の発言には愕然としました。国の特別給付金である１０万

円で支援完了では、地方自治体の存在意義がなくなります。社会福祉協議会の職員が疲弊するほど対応

に追われていたとのいうのは、それだけ多くの方が特別給付金を受け取った後も生活に困窮している証

拠ではないでしょうか。生活保護は市民の最後の砦であり、生活保護を受給する前の支援政策が必要で

はないでしょうか。 

・市民文化センターの件が話に出ましたが、建て直す方向になっているのでしょうか。新居浜市より人口

の少ない他市で、素敵なホールが新しく建っていますが、新居浜でも是非、オーケストラやミュージカ

ルが上演できるホールを新しく建てていただきたいと思います。文化の拠点となる筈です。 

・独居高齢者サロンを開いた時に、送迎にタクシーが必要なケースがありました。今後、独居高齢者が増

えるに伴い、外出が 1 人ではできない人が増えてきますが、どのような対策、対応を計画されているの

でしょうか。 

・電動アシスト自転車は、元気な高齢者の運動器具だと考えています。身体障がい者への補助とも合わせ

て、補助金額の増と年度の延長についても検討をお願いします。 

・救急搬送について、搬送時に受け入れ病院の有無や本人の病歴等を聞かれ、車中で何十分も待機させら

れますが、もっと早く搬送できませんか。 

・児童減少に伴い、地元の浮島小学校校区に住む児童たちが、高津小学校に校区変更して通学するケース

が増えている。教育委員に改めて意見をお願いしたい。 

・市長を補佐する副市長の顔が見えない。市行政に誰もが参加できるよう扉を開くために、副市長の公募

を行い、応募者の考え方（論文）等で市民が評価して決められないのでしょうか。他市では応募者が殺

到していると聞いています。 

・個人的なことですが、自宅前の下水道はいつ頃整備されるのでしょうか。 

・環境問題について、新居浜市の施策をわかりやすく伝えてほしい。新居浜市民は喜んで協力するでしょ

う。また、活発に行われている市民活動については、惜しみない支援をお願いしたい。 

 

 

 

 

 

 

 


